
　　　　

令和８ 年 2 月 26 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

〇公園や室内遊戯場へ遊びに行く。　　〇夏祭り　　〇芋ほり体験　　〇クリスマス会　　〇避難訓練(年2回)　　〇誕生会　　〇職場見学・職場体験　○工場見学　○キャンプ（秋）

家族支援

・連絡帳やSNS、対面での報告を通じ、日々の様子を細やかに共有します。
・日々の悩みや困りごとに専門的な視点から寄り添い、共に考えます。
・特性への理解を深める学びの場を提供します。ご家庭での関わり方を共に考えます。
・安全運転を徹底し、自宅や学校間を送迎します。 移行支援

・相談支援事業所や唐津市の子ども家庭相談室などの専門機関と密に連携し、一人ひとりに最適な支援が途
切れることなく提供される体制を整えます。
・園から小学校、また中学校・高校への進学など、ライフステージが変わる際に関係機関や進学先と情報共
有を行います。
・将来、住み慣れた地域で自分らしく自立した生活が送れるよう、公共施設の利用体験や社会ルールの習得
を通じ、「生きる力」を育みます。

地域支援・地域連携

・自立支援協議会などの専門的な会議に積極的に参加し、地域全体の福祉サービスの向上や
課題解決に貢献します。
・地域の行事やイベントに積極的に参加します。地域住民の方々と触れ合う中で、児童への
理解を広げるとともに、社会の一員としての実感を育める機会を作ります。
・主治医や医療機関と適切に連携を図ります。児童の健康状態や特性に対し、医学的な視点
も取り入れた安心・安全な支援体制を維持します。

職員の質の向上

・支援の終わりに必ずスタッフ間での振り返りを行い、その日の気づきを詳細に記録します。客観的な分析
を繰り返すことで、支援の質を常に高め続けます。
・研修会や講演会へ積極的に参加し、最新の知識や支援技術を習得します。

支　援　内　容

本
人
支
援

・来所時や食事前、活動の後などには、手洗いや手指消毒を徹底できるよう声掛けを行います。繰り返し実践することで、自ら清潔を保つ習慣が身に付くよう支援してまいります。
・職員と一緒に事業所内の清掃に取り組みます。また、公園などの公共施設でゴミを捨てないといった基本的なマナーについても、分かりやすく伝えていきます
・生活リズムが崩れやすい児童に対しては「早寝早起きカレンダー」を活用します。記録をもとに職員と一緒に振り返りを行い、規則正しい生活習慣を意識できるようサポートいたします。
・衣服の汚れに気付き、必要に応じて自ら着替えられるよう促します。また、職員と一緒に洗濯を体験する機会を設け、衣類がきれいになる心地よさやその方法を、体験を通して学べるよう支援してまいります。

・必要に応じて、学習や個別課題に落ち着いて集中できるよう、座席の配置や視覚情報の整理など、環境を整えてまいります。
・聴覚や触覚などの感覚過敏に対しては、静かな場所の確保やイヤーマフの活用、触れる素材の調整など、ご本人の負担を軽減するための環境調整を行います。
・公共施設の遊具や設備を安全に活用する中で、一人ひとりの発達段階に合わせ、体幹を鍛えたり自分の体の動きを把握したりできるよう、「3つの基礎感覚」を育むサポートをいたします。
・公園での散策や、広場での鬼ごっこ・ボール遊びなどを通じて、ダイナミックに身体を動かします。あわせて、季節の草花や虫の観察を行い、自然の変化を楽しみながら、豊かな感性を養えるよう支援してまいります。

・スタッフと一対一や個別で、学習や自立活動（身の回りのことなど）に取り組みます。「自分でできた！」という達成感を積み重ね、自信を持って行動できる力を育みます。
・パソコンを使ってタイピングやプログラミングに挑戦します。また、知りたいことを自ら検索して動画などで学ぶ体験を通じ、情報を正しく扱う力や、新しいことへの興味・関心を広げます。
・積み木やブロックなどの遊びに取り組みます。「どんな形にしようかな？」と考えることで、空間を捉える力や、イメージを形にする想像力・集中力を豊かに育てます。

・一日のスケジュールや活動内容を、写真やイラストなどのカードを使って「目に見える形」で示します。見通しが持てることで安心感を抱き、自分から行動やコミュニケーションに移せるよう環境を整えます。
・一人ひとりの習熟度に合わせて、読み書き（ひらがな・カタカナ・漢字・外国語）や数字の課題に取り組みます。基礎的な学力を養うとともに、自分の考えや気持ちを言葉で表現する土台を作ります。
・しりとりや早口言葉などの言葉遊び、間違い探しや迷路などに挑戦します。遊びの中で楽しみながら語彙（ごい）を増やし、お友達やスタッフと笑い合いながら、やり取りの楽しさを体験します。
・絵本の音読や読み聞かせを習慣化します。お話の世界に触れることで、文章の内容を理解する力や記憶力・集中力を高めるとともに、想像力を豊かに膨らませていきます。

・夏祭りやクリスマス会などの行事において、一人ひとりに合わせた役割を担当します。みんなのために活動し、人前に立って発表するなどの経験を積み重ねることで、自信と責任感を育みます。
・実際のお買い物体験を通じて、お金の仕組みや大切さを学びます。限られた中で自分の欲しいものを考え、「これにする！」と決める「選択する力」や、社会生活に必要なスキルを養います。
・職場見学などを通じて、働くことの意義や楽しさ、そして社会のルールに触れます。様々な仕事を知ることで、自分は何に興味があるのか、どんなことが得意なのかを一緒に考え、将来の夢を描くきっかけを作ります。
・学校生活での困りごとや個人的な悩みに対し、一対一でじっくりと耳を傾けます。本人の気持ちに寄り添い、共に解決策を考えることで、心が安定して自分らしく過ごせるようサポートします。

法人（事業所）理念 輝く人材を地域と社会へ　We have a mission

支援方針
～子どもたちの 輝く個性が、地域と社会を創る～
私たちは、いろいろな個性や、それぞれのペースで歩んでいる子どもたちを、ありのままに受け入れます。ここは、みんなが「自分らしくいていいんだ」と安心できる場所です。私たちは、子どもたちを「地域と社会の宝もの」だ
と考えています。一人ひとりの「個性」や「歩み」を大切にしながら、その子に合わせたプログラムを通して、心の中にある「発達の芽」を大事に、大事に育てていく療育を行います

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 カラフルココ 支援プログラム 作成日


